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1月・２月の主な予定 

～１月～ 

23～26日 

25～31日 

29日 

31日 

～２月～ 

2日 

3日 

 

5日 

7日 

12日 

13日 

14～19日 

15日 

20日 

20～29日 

 

22日 

27日 

28日 

 

修学旅行（２年次） 

卒業年次第５回定期考査 

3科合同課題研究発表会 

第 3回ＰＴＡ評議委員会 

 

化学系部会課題研究発表会 

技能検定 電子機器組立 

技能検定 シーケンス制御 

インターンシップ報告会 

キャンパスカウンセリング 

建国記念の日振替休日 

大掃除・ＨＲ・12 時完全下校 

生徒休業日 

推薦入試 

推薦入試合格発表 

第 5回定期考査 

（23～26、28日除く) 

3年次登校日 

卒業証書授与式予行 

卒業証書授与式 

   

12
月
６
日
（
水
）
、
学
校
法
人
み
か
し
ほ
学
園
・
日
本
栄
養
専
門

学
校
に
於
い
て
、
２
、
３
年
次
の
選
択
科
目
・
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
を

履
修
し
て
い
る
生
徒
を
対
象
に
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。 

み
か
し
ほ
学
園
の
水
野
校
長
先
生
よ
り
学
校
概
要
を
ご
説
明
い

た
だ
い
た
あ
と
、
講
師
の
小
島
先
生
よ
り
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
日
の
た
め
に
特
別
に

考
え
て
く
だ
さ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
、
み
か
し
ほ
学
園
の
生
徒
さ
ん
に

調
理
し
て
い
た
だ
き
、
コ
ー
ス
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
校
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
施
設
や
調
理
器
具
な
ど

を
見
学
し
な
が
ら
、
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

慣
れ
な
い
雰
囲
気
で
の
緊
張
感
と
、
使
い
慣
れ
な
い
カ
ト
ラ
リ
ー

に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
楽
し
く
学
び
な
が
ら
、
お
い
し
い
食
事
が
で

き
た
事
で
大
満
足
の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。 

   

12
月
10
日
（
日
）
、
姫
路
城
で
清
掃
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
、
本
校

か
ら
も
、
生
徒
会
や
各
ク
ラ
ス
、
部
活
動
か
ら
、
多
く
の
生
徒
と
教

員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。 

冬
の
寒
空
の
も
と
、
た
く
さ
ん
の
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
を
拾
い
、
除
草

作
業
も
行
っ
て
城
内
全
域
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。 
 

休
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

マ

ナ

ー

講

習

会 

   

２
月
13

日
（
火
） 

大
掃
除
・
Ｈ
Ｒ
・
12

時
完
全
下
校 

２
月
14

日
（
水
） 

入
試
準
備
・
生
徒
休
業
日 

２
月
15

日
（
木
） 

推
薦
入
試
・
生
徒
休
業
日 

２
月
16

日
（
金
） 

生
徒
休
業
日 

２
月
19

日
（
月
） 

生
徒
休
業
日 

２
月
20

日
（
火
） 

合
格
発
表 

   

12
月
８
日
（
金
）
５
、
６
時
限
目
を
利
用
し
て
、
和
歌
山

県
新
宮
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
の
産
婦
人
科
医
長
・
東
田
太
郎
先

生
を
講
師
に
招
き
、
「
い
の
ち
っ
て
何
だ
？
」
の
テ
ー
マ
で
保

健
教
育
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
命
が
あ
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
は
な
く
、
こ
の
命

を
育
ん
で
い
く
た
め
に
様
々
な
努
力
と
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
、 

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
産
ま
れ
た
時
の
親
の
気
持
ち
や
、
将

来
自
分
が
親
と
な
っ
た
時
の
事
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
「
命
の
大
切
さ
」
、
「
今
日
が
あ
る
事
へ
の
感
謝
」
な

ど
普
段
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
自
身
の
「
今
」
と
向
き

合
い
、
感
じ
取
る
も
の
が
多
く
あ
っ
た
と
て
も
実
り
あ
る
講
演

会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

   

12
月
20
日
（
水
）
、
３
、
４
時
限
目
を
利
用
し
て
生
徒
会
の

役
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

立
候
補
者
９
名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
推
薦
人
の
応
援
演
説
を
聞

き
、
Ｈ
Ｒ
教
室
に
戻
っ
て
か
ら
の
投
票
と
な
り
ま
し
た
。 

信
任
投
票
と
な
り
、
９
名
全
員
が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。 

本
校
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
。 

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
生徒会長 古山 龍優 (2-2) 
副 会 長 松本 義矢 (2-4) 

〃   森下 寛太 (1-3) 
書  記  小林 透也 (2-3) 

岸本 惣太 (1-1) 
会  計  平良 勇誠 (2-2) 

山口   輝 (1-4) 
監 事  小幡 奏真 (2-3) 

宮下依歩樹(1-2) 
 

推

薦

入

試

に

係

る

休

業

日

等

の

予

定 

も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り 

 

ひ
た
す
ら
に
、
ひ
た
む
き
に 

令和６年 生徒会役員 
生

徒

会

選

挙 

   

12
月
21
日
（
木
）
３
、
４
時
限
目
を
利
用
し
て
、
姫
路
経

営
者
協
会
様
の
ご
協
力
で
、
全
日
制
・
多
部
制 

の
２
年
次
生
を
対
象
に
「
企
業
紹
介
セ
ミ
ナ
ー
」 

を
実
施
し
ま
し
た
。 

５
社
の
企
業
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
社
の 

業
務
内
容
や
社
風
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
、
会 

社
側
の
求
め
て
い
る
人
材
像
な
ど
に
つ
い
て
、 

詳
し
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

企

業

紹

介

セ

ミ

ナ

ー 

姫

路

城

清

掃

奉

仕

活

動 

保

健

教

育

講

演

会 


